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１.はじめに 

 斜面の安定計算を行うに当たり，地山のせん断強度

（c，φ）の測定および設計定数の設定は重要な課題で
ある。c，φを求める調査手法として原位置試験と室内
試験がある。前者は現位置で求めたN値や単管コーン
支持力等から c，φを推定するもので1)，後者は不撹乱

土について一軸圧縮試験や三軸圧縮試験等を行い c，
φを求めるものである。しかし，通常，強度を把握す

るための調査は十分に行われない場合も多く，斜面の

安定度が過大または過小に評価されていることが考え

られる。沖縄，島尻層群泥岩地帯の斜面においては，

豪雨時に崩壊が頻発している。地山の泥岩は強風化か

ら弱風化の状態にあり，斜面安定化対策設計のために

は，地盤のせん断強度特性を勘案する必要がある。泥

岩の強度特性を明確にしておくことは，設計を行う際

の一助となる。ここでは，研究室の既往のデータに新

たな試験結果を加え泥岩の状態（崩積，強風化，弱風

化）と強度定数の関係を整理し，せん断試験によらな

い強度定数の推定について検討した。 

 

２.せん断試験方法 

 スリーブ内蔵式三重管コアチューブを使用して採取

した弱風化泥岩および強風化泥岩の不攪乱試料につい

て，三軸圧縮試験(CU)を行いピーク強度を求めた。ま

た，リングせん断試験を行い，正規圧密強度（崩積

時のピーク強度に当たる）を測定した。試料を風乾

後，420μm ふるいを通過させ，スラリー状にして
水浸下で正規圧密し，排水せん断(定応力，変位速度
0.01mm/min)を行った。得られた結果をこれまで行
ってきた島尻層群泥岩の強度測定結果と併せ，分

析・整理した。 

 

３.泥岩試料のピーク強度 

① 弱風化泥岩試料 

図－１は弱風化泥岩試料の主応力差(σ1－σ3)・間隙

水圧Δu～軸ひずみε関係図である。ε = 2～5%で著
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図－１　弱風化泥岩試料の三軸圧縮試験結果
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しく高いピークを示した。ピーク強度定数は，cf′= 

120kN/m2・φf′= 34°，cf′= 204kN/m2・φf′= 33°と

なった(図－２)。 

② 強風化泥岩試料 

図－３は，強風化泥岩試料の三軸圧縮試験結果である。

応力変化が低く緩やかで，ピークが現れないものもあっ

た。ピーク強度定数は，cf′= 23kN/m2・φf′= 34°，cf′

= 22kN/m2・φf′= 32°となった(図－４)。 

③ 正規圧密状態試料(崩積土に相当) 

 図－5 は，弱風化泥岩および強風化泥岩由来の正規圧

密状態試料のリングせん断初期段階の挙動である。摩擦

係数τ/σn′は，強風化泥岩ではせん断変位 D = 5.0mm

でピークを示した後減少に転じた。弱風化泥岩では D = 

7.6mmまで増加が続いた。正規圧密強度定数は，弱風化

泥岩で，csf  = 8kN/m2・φsf  = 27°強風化泥岩で csf  = 

8kN/m2・φsf  = 26°となった(図－6)。 

 

４.島尻層群泥岩試料のピーク強度 c，φ 

 図－7は既往の研究 2)～5)と本試験で得られた強度定数

c，φをプロットしたものである。すべてのプロットは 2

破線の間に収まっている。最小自乗法により近似直線式

c = 3.96φ－103を得た。せん断挙動等の試験結果も考慮

し，強度定数に基づく弱風化泥岩，強風化泥岩および正

規圧密状態泥岩の区分けを行なった。強風化泥岩のφの

上限をφ < 35.0°と考え，関係式より c = 35.6kN/m2を得

た(点線)。次に，正規圧密状態泥岩の強度は，既往の研

究や本試験の実測値から考えると，φsf  = 25～28°であ

る。関係式から csfを求めると10程度となるので，csf  = 

10.0kN/m2として，φ = 28.5°を得た(一点鎖線)。これが

正規圧密状態泥岩の上限値となる。弱風化泥岩試料はc= 

35.6kN/m2・φ = 35°以上となった。 

本研究は琉球大学教育研究重点化補助金(平成14年度)

の補助を受けて実施したものである。 
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